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水 道 週 間 は 、 水 道 の 現 状 や 課 題

に つ い て の 国 民 の 理 解 を 深 め 、 今

後 の 水 道 事 業 の 取 組 に 協 力 し て もら う た め 、 例 年 実 施 さ れ て い る 。

国 土 交 通 省 や 環 境 省 、 都 道 府 県 、水 道 事 業 者 な ど が 中 心 と な り 、 イベ ン ト や 広 報 活 動 な ど で 水 の 大 切さ を Ｐ Ｒ し て い る 。 第

6 8回 と な る

今 回 の ス ロ ー ガ ン は 『 た い せ つ な

　
水 道 守 ろ う

　
未 来 へ と 』  。 良 質

で 安 全 な 水 を 安 定 的 に 供 給 す る には 、 事 業 者 の 努 力 は も ち ろ ん 、 建設 業 者 や 設 備 メ ー カ ー な ど の 果 たす 役 割 が 非 常 に 大 き い 。 い つ で も気 軽 に 飲 め る 水 は 、 決 し て 当 た り前 で は な い 。 水 道 を 守 る 存 在 が ある か ら こ そ 、 安 心 し て 何 も 考 え ずに 飲 む こ と が で き る と い う べ き だろ う 。　
水 は 日 常 生 活 や 企 業 活 動 に 不 可

欠 な も の で あ り 、 そ の 水 の 安 定 的な 供 給 を 目 指 し て こ れ ま で 水 道 の整 備 が 図 ら れ て き た 。 現 在 で は ほぼ 全 域 に わ た る 普 及 率 を 達 成 し 、今 や 水 道 は 生 活 基 盤 と し て 欠 か せな い も の と な っ て い る 。 そ の 一 方で 、 水 道 施 設 の 老 朽 化 の 急 速 な 進行 や 耐 震 化 の 遅 れ 、 人 口 減 少 に 伴う 料 金 収 入 の 減 少 等 の 課 題 に 直 面し て い る 現 実 も あ る 。 特 に 市 町 村は 、 技 術 系 人 材 の 不 足 や 支 出 の 増加 な ど 、 水 道 事 業 を 取 り 巻 く 経 営環 境 が 急 速 に 厳 し さ を 増 し て おり 、  単 独 で の 取 組 に は 限 界 が あ る 。　
こ う し た 水 道 を 取 り 巻 く 時 代 の

変 化 に 対 応 し 、 将 来 に わ た っ て 持続 可 能 な 水 道 と す る た め に は 、 水道 の 基 盤 の 強 化 に 早 急 に 取 り 組 む必 要 が あ る 。 ま た 、 近 年 は 自 然 災害 が 激 甚 化 ・ 頻 発 化 し て お り 、 東日 本 大 震 災 や 能 登 半 島 地 震 な ど の

大 規 模 災 害 を 教 訓 と し 、 災 害 に 強い 水 道 づ く り や 全 国 の 水 道 事 業 者に よ る 被 災 地 へ の 広 域 応 急 給 水 ・復 旧 体 制 整 備 な ど 、 災 害 対 策 、 危機 管 理 面 の 強 化 も 必 要 だ 。　
県 内 で は 昨 年 ２ 月 、 県 と

2 1市 町

村 が 県 企 業 局 を 統 合 先 と す る 、 水道 事 業 の 経 営 の 一 体 化 に 関 す る 基本 協 定 が 締 結 さ れ た 。

2 1市 町 村 は

古 河 市 、  石 岡 市 、  結 城 市 、  笠 間 市 、常 陸 大 宮 市 、 筑 西 市 、 稲 敷 市 、 桜川 市 、 行 方 市 、 鉾 田 市 、 つ く ば みら い 市 、 小 美 玉 市 、 茨 城 町 、 大 洗町 、 城 里 町 、 大 子 町 、 美 浦 村 、 阿見 町 、 河 内 町 、 八 千 代 町 、 栃 木 県野 木 町 。 県 境 を 跨 い だ 経 営 の 一 体化 は 全 国 初 だ 。　
さ ら に こ と し ２ 月 、  新 た に ７ 市  ・

企 業 団 （ 下 妻 市 、  常 総 市 、  鹿 嶋 市 、潮 来 市 、  坂 東 市 、  か す み が う ら 市 、湖 北 水 道 企 業 団  （ 旧 石 岡 、  旧 玉 里 ）  ）の 参 画 が 決 定 。 県 企 業 局 と
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村 等 で 水 道 の 広 域 連 携 を 推 進 す るこ と と な っ た 。 協 定 締 結 式 で 大 井川 和 彦 県 知 事 は 「 水 道 事 業 は 安 心し て 暮 ら せ る 社 会 の 重 要 な イ ン フラ 。 安 全 か つ 強 靱 で 持 続 可 能 な 水道 事 業 の 実 現 に 向 け て 取 組 を 進 めて い く 」 と 意 気 込 み を 語 っ た 。　
経 営 統 合 後 の 給 水 人 口 は 県 内 の

約 ４ 割 に あ た る 約 １ １ ０ 万 人 。 経営 主 体 は 県 企 業 局 。 供 用 し て い る資 産 、 負 債 、 資 本 は 無 償 で 県 企 業局 が 継 承 す る 。 ス ケ ジ ュ ー ル に よる と 、 ２ ０ ２ ８ 年 度 の 経 営 統 合 に向 け て 、 本 年 度 は 基 本 方 針 素 案 や投 資 ・ 財 政 計 画 な ど を 策 定 す る とと も に 、 管 路 Ａ Ｉ 評 価 や 管 路 更 新箇 所 の 精 査 な ど を 実 施 す る 。

2 7年

は 用 水 供 給 事 業 や 末 端 給 水 事 業 など の 経 営 戦 略 を 作 成 し て い く 。　
水 戸 市 、 日 立 市 、 土 浦 市 、 常 陸

太 田 市 、 高 萩 市 、 北 茨 城 市 、 つ くば 市 、 ひ た ち な か 市 、 守 谷 市 、 那珂 市 、 神 栖 市 、 東 海 村 、 五 霞 町 、境 町 、 茨 城 県 南 水 道 企 業 団 の
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業 体 は 、 単 独 経 営 を 継 続 す る 。　
広 域 連 携 の 効 果 ・ メ リ ッ ト と し

て 、 水 道 施 設 の 全 体 最 適 化 が 挙 げら れ る 。 小 規 模 浄 水 場 を 維 持 し 続け た 場 合 と の コ ス ト 比 較 を し な が

ら 、 大 規 模 な 浄 水 場 へ の 統 廃 合 を行 う こ と で 、 建 設 改 良 費 や 維 持 管理 費 用 を 削 減 す る こ と が で き る 。
2 1時 点 で １ １ ８ 施 設 は 、

7 0年 度 に

は

5 7施 設 と な る 見 通 し だ 。

　
そ し て 経 営 の 一 体 化 に よ り 、 ス

ケ ー ル メ リ ッ ト を 生 か し た 業 務 の共 同 化 ・ 効 率 化 が 図 ら れ る 。 人 材確 保 の 面 で は 、 技 術 職 な ど 専 門 職に よ る ノ ウ ハ ウ の 共 有 、 技 術 力 の向 上 、 災 害 対 応 の 迅 速 化 な ど が 期待 で き る 。　
経 営 統 合 時 の 組 織 構 成 案 に よ る

と 、 県 の 出 先 機 関 は 維 持 さ れ る もよ う 。 各 市 町 村 の 水 道 担 当 課 は 事務 所 と し て 既 存 の 水 道 事 務 所 の 支所 と す る 。 各 市 町 村 の 部 局 か ら 分離 す る た め 、 水 道 担 当 課 を 所 管 する 部 長 職 は 設 置 し な い 。 市 町 村 の事 務 所 は 、 市 町 村 の 水 道 担 当 課 長を 事 務 所 長 、 担 当 補 佐 を 課 長 と する 方 向 で 検 討 す る 。 そ し て 統 合 後５ 年 後 を 目 途 に 組 織 の 集 約 化 を図 っ て い く よ う だ 。　
コ ス ト に つ い て は 、

7 0年 度 ま で

の 約

5 0年 間 の 概 算 効 果 額 と し て 新

た に 約 ６ ５ ４ 億 円 の 国 交 付 金 活 用が 可 能 と な る 。  財 源 の 確 保 に よ り 、水 道 施 設 の 更 新 ・ 耐 震 化 な ど を 効率 的 に 推 進 し て い く こ と に な る 。ま た 、 建 設 改 良 費 は 約 ７ ９ １ 億 円の 削 減 、 維 持 管 理 費 は 約 １ ９ ８ 億円 の 削 減 が 見 込 ま れ 、 人 件 費 の 削減 （ 約 １ ２ ６ 億 円 ） や Ａ Ｉ 活 用 によ る 電 力 削 減 （ 約

2 4億 円 ） な ど も

含 め 、 １ ７ ９ ３ 億 円 以 上 の 効 果 が期 待 で き る 。　
こ う し た 取 組 を 行 政 が 実 施 す る

上 で 、 欠 か せ な い の が 建 設 業 を はじ め る す る 地 元 企 業 だ 。 地 域 に 精通 す る 地 元 企 業 は 、 い ざ と い う 時に 真 っ 先 に 現 場 へ 駆 け つ け 、 応 急復 旧 に 尽 力 す る 。 い わ ば 行 政 と 地域 建 設 業 は 車 の 両 輪 。 互 い に 手 を取 り 合 い 、 引 き 続 き 誰 も が 水 に 困ら な い 生 活 を 送 る こ と が で き る よう 、 水 道 事 業 を 着 実 に 推 進 す る こと が 期 待 さ れ る 。  そ し て 私 た ち も 、水 道 事 業 に 関 心 と 理 解 を 示 し 、 より 一 層 、 水 を 大 切 に し て い く 必 要が あ る だ ろ う 。
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営 業 所 ／ 土 浦 ・ 水 戸 ・ 日 立 ・ ひ た ち な か ・ 北 茨 城

水 道 事 業 を 通 し て 、 安 全 で 安 心 な 水 道 用 水 の 供 給 に 努 め て 参 り ま す

６ 月 1 日 ～ ７ 日
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水 道 週 間 水 道 事 業 の 経 営 健 全 化 へ 広 域 化
～ 良 質 な 水 道 用 水 を 安 定 的 に 供 給 ～

水 道 イ ン フ ラ を 強 靱 化

市 町 村 と 連 携 、  取 組 推 進

　
私 た ち の 生 活 に 恩 恵 を も た ら す 「 水 」  。 現

代 で は 水 道 が 各 所 に 普 及 し て お り 、 蛇 口 を ひね れ ば 、 す ぐ に 飲 む こ と の で き る 安 全 な 水 が出 て く る 。 水 は 日 常 生 活 に 不 可 欠 な も の で あり 、 安 定 的 な 供 給 を 目 指 し て こ れ ま で 水 道 の整 備 が 図 ら れ て き た 。 一 方 で 管 路 や 施 設 の 老朽 化 、 人 口 減 少 に 伴 う 料 金 収 入 減 、 技 術 系 人

材 の 不 足 な ど の 課 題 も 表 面 化 し て お り 、 県 や市 町 村 な ど は 水 道 事 業 の 健 全 化 や 持 続 可 能 な供 給 体 制 を 確 保 す る た め 、 広 域 連 携 の 動 き を本 格 化 さ せ て い る 。 本 項 で は こ う し た 行 政 の取 組 を 紹 介 す る 。 ６ 月 １ 日 ～ ７ 日 ま で 実 施 され る 水 道 週 間 を 機 に 、 あ ら た め て 水 の 大 切 さを 再 確 認 し た い 。

県 と

2 8市 町 村 等 が 協 定

災 害 対 応 の 迅 速 化

な
　

　
ど 期 待

　
６ 月 の 「 水 道 週 間 」 に 当 た

り 、 日 頃 よ り 本 県 の 水 道 用 水供 給 事 業 に ご 理 解 と ご 協 力 を賜 り 、  厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。　
水 道 は 、 県 民 の 暮 ら し を 支

え 、 災 害 時 に は 命 を つ な ぐ 重要 な ラ イ フ ラ イ ン で す 。　
茨 城 県 企 業 局 は 、 水 道 用 水

を 県 内

3 6市 町 村 へ 、 工 業 用 水

を ２ ４ ７ 事 業 所 へ 供 給 し 、 生活 と 産 業 活 動 の 基 盤 を 支 え てい ま す 。　
一 方 で 、 人 口 減 少 に 伴 う 水

需 要 の 減 少 や 経 営 環 境 の 変 化に 加 え 、 施 設 の 老 朽 化 や 耐 震

化 、 気 候 変 動 に 伴 う 渇 水 ・ 豪雨 リ ス ク 、 担 い 手 不 足 な ど 、事 業 を 取 り 巻 く 課 題 は 多 岐 にわ た っ て い ま す 。　
こ の た め 、 当 局 で は 、  「 安

全 で 安 心 な 水 を 安 定 的 ・ 継 続的 に 供 給 す る こ と 」  「 時 代 のニ ー ズ に 即 し た 事 業 の 実 施 」「 公 営 企 業 と し て 常 に 健 全 経営 」 を 基 本 に 、 更 新 ・ 耐 震 化や 施 設 管 理 の 高 度 化 、 Ｄ Ｘ の推 進 、 危 機 管 理 の 強 化 に 取 り組 ん で お り ま す 。　
具 体 的 に は 、 Ａ Ｉ 等 を 活 用

し た 管 路 評 価 や 将 来 を 見 据 え

た 計 画 的 な 投 資 、 運 転 管 理 や施 設 点 検 の 効 率 化 を 図 り 、 合理 的 で 実 効 性 の 高 い 施 設 管 理を 推 進 し て お り ま す 。　
ま た 、 漏 水 対 策 や 水 質 管 理

の 徹 底 を 計 画 的 に 実 施 し 、 安定 供 給 を 支 え る 経 営 基 盤 の 一層 の 強 化 に 努 め て ま い り ます 。　
さ ら に 、 大 規 模 災 害 に 備

え 、 施 設 の 強 靱 化 や Ｂ Ｃ Ｐ の充 実 、  応 援 体 制 の 強 化 に よ り 、い ざ と い う 時 に も 水 を 届 け られ る 体 制 を 整 え て い る と こ ろで す 。

　
あ わ せ て 、 安 全 確 保 と 品 質

確 保 を 大 前 提 に 、 工 事 の 平 準化 や 週 休 ２ 日 へ の 配 慮 、 適 正工 期 の 確 保 や 適 正 な 請 負 代 金の 設 定 に も 努 め 、 建 設 業 の 皆様 と と も に 地 域 の 暮 ら し を 支え る 基 盤 で あ る 水 道 を 守 り 続け て ま い り ま す 。　
こ れ ら の 取 組 に 加 え 、  「 茨

城 県 水 道 ビ ジ ョ ン 」 に 基 づ く広 域 連 携 に つ い て は 、 将 来 にわ た り 安 全 で 良 質 な 水 を 安 定的 か つ 効 率 的 に 供 給 し 、 水 道事 業 の 経 営 基 盤 の 強 化 を 図 るた め 、

2 8市 町 村 等 と の 経 営 統

合 に 向 け て 、 法 定 協 議 会 で 検討  ・  調 整 を 進 め て ま い り ま す 。　
こ の 水 道 週 間 を 機 に 、 節 水

や 水 源 環 境 の 保 全 、 家 庭 内 の漏 水 点 検 な ど に も ご 協 力 を お願 い 申 し 上 げ ま す 。

茨 城 県 公 営 企 業 管 理 者

企 業 局 長
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潮 来 市潮 来 市

各 市 町 村 等 の 経 営 の 一 体 化 の 意 向

区 分 市 町 村 等 名

2 0 2 5 年 度  
基 本 協 定 締 結  
（ 7 事 業 体 ）

下 妻 市 、 常 総 市 、 鹿 嶋 市 、 潮 来 市 、 坂 東 市 、 か す み が う ら 市 、
湖 北 水 道 企 業 団 （ 旧 石 岡 、 旧 玉 里 ）

2 0 2 4 年 度  
基 本 協 定 締 結  
（ 2 1 事 業 体 ）

古 河 市 、 石 岡 市 、 結 城 市 、 笠 間 市 、 常 陸 大 宮 市 、 筑 西 市 、 稲 敷 市 、
桜 川 市 、 行 方 市 、 鉾 田 市 、 つ く ば み ら い 市 、 小 美 玉 市 、 茨 城 町 、
大 洗 町 、 城 里 町 、 大 子 町 、 美 浦 村 、 阿 見 町 、 河 内 町 、 八 千 代 町 、
栃 木 県 野 木 町

単 独 経 営 継 続
 （ 1 5 事 業 体 ）

水 戸 市 、 日 立 市 、 土 浦 市 、 常 陸 太 田 市 、 高 萩 市 、 北 茨 城 市 、 
つ く ば 市 、 ひ た ち な か 市 、 守 谷 市 、 那 珂 市 、 神 栖 市 、 東 海 村 、
五 霞 町 、 境 町 、 茨 城 県 南 水 道 企 業 団


